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月
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踪
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．
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．

＇
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績
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華
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~
し
か
し
、
や
は
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湿
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が
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く
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し
こ
い
の
励
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、
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節
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又
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；
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検
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＼
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腸パラチフス予防注射（大谷）

（大谷）

川上地区小，中学校競技大会（肱川中）

生ワクチン投与口役場）

四

日

で
に

）
 

ま
れ
た

ヘ

りり

及ら

碁．

摯

発 行
肱川町

T t!l L { 
1 6 
28 

編

総務課

1967贔 6.2 (汚

げ

□ソ

、
ぐ

、b
、
}

と

停

プ

レ

し、

税

町

の
お
知
ら



令

活 の
幼

食物のもちぐあい 離

さ

ら

察

し、

で

．．，．．、
4, 

'' 

3, 2、

ゴ`‘’̀．へ`’‘ユa

注
意

ぃン

1， ◎ ◎ ◎ す 年 楽 り

事 7信を 房用 事°痛し水まどこ
必 幼故 水す水 水幼故 まい遊すもれ
ず児を 泳べ 辺 堀児 の しもび°たか
幼をな 中らで がおいのは ちら
児ひ＜ ‘ し 遊 野 ひ も 犠 で さ が
の とす 深て んつ とな 牲す子水
手り た み 水 で ぼり原者がど にな

の強か•こつ る目 そととて と 物 1を 歩 め に 中 い な 歩 因 を 、 も 親る
倍いおれの肉と安それ‘安お冷きがこI引 きに 入にる どき 出危た しに
はかおはは類゜をこが失心け蔵°腐れいさは っ蕗う にし し険ち むし
もらく結牛 I! 調であ敗しば庫 りかてせ てちち落て てもに よた
ちで酸合肉ー ペーりすて‘匠 や ら 歩 な お込にち‘ 芸 多と うが
ま豚性組で番 て応まるいな入 すはくい ぼん‘込池 りく つに つ
す肉が織す も みのすおるどれ い 食 0 0 れだ足んや ま毎てなて
o ・ O o l o 、・・ヽ 9 9 9 9 9 9 ● 9 9 ，ヽ 9 ,．愈......'"""' ......................,..... .. 
匠に の火 す の入らエ 室のだ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ふ起 状見 持 5. 
の入牛なをとれ塩うれもラ生侭日い製 ＇ せ 次こ態通ちう雨
んれ乳ら入うはをもるうを魚入のじ 永 歩 歩 気 転 安 ス ぎ の り が し も つ の ス
でる Il三れふーしによー取類れうょ室行行乗落全ヒ。た点が悪がすと日 リ
し よ 配 日 ‘Il週て食う度つ llてち うに者者り事な 1いにちくきぐおの
まう達ぐさな間凍べに塩て＼魚もにぶ人はにう故車ドも注でなきれし―

ツ

うにさらままはらてし水も屋三食° れ 右 注 す 匠 間 落 の 意 す る に な い
ほ°れいしのもせしまでらさ日べ鶏 て 側意 は注 距し でし ゜た くい 梅事
うしたもてまち‘ます洗いんがる肉お通を赤意離てすて めいは雨故
がからつかまま製いがっ‘で限よはけ行 門 をを 安゜ ‘ ‘こか期を
よし す でらなす永ま‘て持‘度うなばを万 全交
ぃ

交とりはな
で二ぐし入 ら 。 室 し 一 冷 ち ハ で にる一 運通 通や か‘ <
し 日 冷 ょ れー をよ‘蔵帰ラす °べ週 転事事道‘人そ
ょ以蔵うた日 利う二庫っワ°製く 間
ぅo 内庫・O も‘

を 故 故 路 雨 の う
用°日にたク永そは を がの で気

..、...胃多令ヽ...、 9 會＾企・ ` .．． 

子
供
の

野
井
戸
、

ど
に
は
、

け
る
。

子
供
を
ひ
と
り
で
水
泳
に
行
か
せ
[

な
い
。指

定
区
城
で
苓
よ
が
せ
る
。
~

必野
ずつ場
ふぼ所

ヽ
たを
や貯知
さ水つ

くそて
をうお
設なく

．`． 
0 、．．．．．．．、

乾

大

伽

税

務

署

一

日

か

ら

印

紙

税

法

が

ち

で

お

も

な

も

の

を

上

げ

ま

す

と

、

正
に
な
り
ま
し
た
o

（
た
だ
し
改
云
〗
営
業
に
関
す
る
受
取
書
（
記
i
[

は
七
月
一
日
以
降
陀
作
成
さ
れ
る
も
の

i

額
一
万
円
未
満
未
課
税
）
ー
通
二
十

i

に
適
用
さ
れ
ま
す
O
.
)

:

円

改
正
に
な
っ
た
お
も
な
点
は
、
次
の
〖
◎
通
帳
一
冊
四0
円
[

通
り
で
す
。
〖
◎
判
取
帳
．
一
冊
四

0
0
円
~

L

課
税
さ
れ
る
証
書
や
、
帳
簿
の
名
[
-
方
、
今
回
の
改
正
で
物
品
受
飴
書
、
[

称
を
限
定
列
挙
式
に
し
て
、
わ
か
り
，
身
元
保
証
書
等
か
非
課
税
陀
な
り
ま
し
~

『

O

や

す

く

し

た

。

：

r

2
1

税
率
が
二
倍
程
度
引
上
げ
ら
れ
た
。
~
尚
、
印
紙
税
に
つ
い
て
い
こ
と
[

3

印
紙
を
は
り
忘
れ
た
人
た
ら
に
対
〗
や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
署
へ
お
~

し
て
、
過
怠
税
が
設
け
ら
れ
た
0

．

ね

下

さ

い

。

皆
さ
ん
が
、
日
頃
接
す
る
も
の
の
う

紙

幅

--「--
昭和42年 6月8日市

長 さ末口径すぎひのきまつそ の 他

7虚下 85 8 7 松；＜ルプ材

8 上 65 I 6 8 I I 1. 5 m...., 2. l m 
i 2 // 5 8 8 5 末口 6頃 上

1 6 9/ 6 0 8 1 3 7 2 6円00銭，

3 o 11 I 6 2 I 8 6 I 4 5 

7 下 48 5 0 雑バルプ材

8 上 48 1 5 41.5m~2  l m 〗［i：雷五
8 上 23 I 2 3 

1 6 I1 3o | 3 4 

3 0 
I 

l 2 

4. O m、

＼ 

2加

3 0 m 

3.2 m 

2.0 m 

松箱材

2参 lm

l 4頃上

2 7円～ 31円

中値

たヽけ

相場表

大分県椎茸農協（（こ於ける相場

1．入札の月日 845.5.30

2，価格

香信

” 

” 
冬券

” 

円

2,5 7 0fI 

2,5 8 0 /I 

円

1,916 " 

” 
円

1.5 3 0” 

” 
3．概要

7
 

）
 

ゃ:＇ 

肱 川町 教育 委員会

堕

月

火

水

木

金

月

火

水

木

釜

月

火

水

日＿
3

5

6

7

0

1

2

3

 

1

1

1

1

 

金
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献立

じゃがいも

そうめん汁

瀬戸楊汁

ゼンザイ リンゴ

こま
鉄火

焼きそば

ルーツ

マカロニかき楊

サラダ

オーロラ

卵うどん

炒り豆腐

ソーセージカレー揚汁

サラダ

築前

焼きピーフン

フルーツサラダ

名 堡墾材料
鶏肉ジャガイモ ， こんにゃく ピ—ス氾ず
そうめ／v 人参シ，•ヶち（わ油楊煮干卵

瀬戸揚げ豆腐ジャガイモワカメ人参玉ネギ

小豆砂糖小麦粉砂糖粉乳リンゴ

ジャガイモキウリ ちくわキャベッどま食油

ぁじ己にゃく人参ジャガイモ玉ネギネギ

芍よ豚肉玉ネギ人参キャベッいからくわ

リンゴパインミカン臼玉粉

マカロニ玉ネギ人参ちくわネギピース

ジャガイモキウリ玉ネギ人参ソーセージ

鶏肉ジャガイモ玉ネギ人参ゲチャップピース

うどん卵人参ネギ油揚ち〈わ

キャベツ人参玉ネギ卵さつま紗ず
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鶏肉ちくわ人参乙妙Cゃ〈 ごほう 、ジャガイモ

ビーフン豚肉さつま秒ず玉ネギ人参

ジャガイモキウリ玉ネギミカンソーセージ
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36.9 
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、
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在
所
又
は
警
察
署
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
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文い役少生元なすな入か高田まがはすで‘浜ん以文皆

利 安音清和
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向のは程なで地に様 区 るわりなる豊利 卒
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がり る 益 は 費 る も る か は 9お わ き 出 町 じ 元 す 吐 了
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の禁 のは‘則は‘‘件 (3)0 

ヽg“ で‘とどで をは 充しい食がよ度な

す必くのす清 喰食せなつ品‘ぅ以る六
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